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(1) 1
計画化理論と財政問題






















2 (2) 第 127巻 第1号











システムの体系 として理解 したとき,そこでは, どのような全体像を描きうる
のであろうか? この問題を社会主義の問題 として提起 し,体系化 しようと試
みたのは,イギl)スの7ェビア'/社会主義のなかの徹底 した民主主義者,ウェ
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と大学 (第8章),農業と食榎供給 (第9章),農業労働者 (第10章),を展開
し,第11章から第15章で,はじめて石炭,電力,交通,金属,繊維をとりあげ
るOそして,産業の問題を ｢計画化｣ (planning) の問題として概括してのち














かつ, 最良の可能な限 り社会的なE]的のために使用されうるように保障 しう
る｣11) という大前蛇を満たすよう求められるOそれは′ したがって, ｢すべて







業やサービス部門の再組織化 (reorganization) と, この包括的な計画化とを








































地方または, グループがプランをつ くり,また, ｢人民の意志に責任をもつ中
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イギ リスを ｢希望｣の時代としてえがきだし 福祉国家と国有化政策が,労働
党政府のもとで国民の支持をえたこと, とくに,べヴァリッシの提案が,政府





12 (ユ2) 第127巻 第1号
の経済-の干渉の拡大を主張 し,公共的な財と,私的利潤との対立なみとめる
労働党によって積極的に推進されたことを強調 している 80㌔ コールも,ペグァ
リッジ提案を支持して,横板的に論評 しており.いわば自由党的な社会改良構
想を労働党がとり込みながら改革を展望していたのである87〉C
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計画化理論と財政問題 (13) 】3
にかぞえていることである｡わが国においては,従来,市民社会における個体
的所有の復活の問題と関連してさまざまに議論されてきた論点が,このように
端的な形で整理されていることは興味ぶかい｡
第三の特徴は,金融問題の重視と,財政における経常支出,資本支出の区別
U)強調である｡この二つの問題は,資本支出を金融と結びつける形で密接に関
連づけられ ており,計画化における財源調達の問題としても検討すべき重要な
問題を含んでいる｡ しかし,資本支出と経常支出の区別の背後にある生産的支
出と非生産的支出とのちかい,その根拠を厳密に検討すること,両支出にかか
わる官僚機構の非能率,浪費をいかに処理してゆくのか,などについては,多
くの問題が残されている｡
以上,多くの問題点にもかかわらず.コールの計画化理論は,まさに ｢現代
的な｣課題に対する具体的で,経済学に裏うちされた提言を含んでお り,今後
の計画化理論の発展において無視 しえない重要性をもっものであろうo
(1980.ll.3)
